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福祉現場への就職を希望する学生や求職者を対象
に、社会福祉施設等と求職者の合同就職説明会を
開催します。
日時　平成24年7月8日（日）13：00～17：00
会場　神戸国際展示場3号館
対象　学生・一般求職者
　　　※事前申し込み不要
●申●問兵庫県社会福祉協議会 福祉人材センター
　TEL078-271-3881
　　URL　http://www.hyogo-wel.or.jp

第2回 福祉の就職総合フェア in HYOGO

参加費
無料

公益財団法人
兵庫県青少年本部

1対1の
お見合いを
紹介します！
お申し込みは

最寄りのセンターまで

〒６５０-００１１　神戸市中央区下山手通４-１６-３
TEL（０７８）８９１-７４１５　FAX（０７８）８９１-７４１８

行事予定

助成金情報

丹波市

6月は
男女雇用機会
均等月間だよ

みんなでつくるひょうごの福祉……P6

“みんなでつくる”連携・協働のたよれるネットワーク
伊丹市福祉権利擁護センター
あなたのまちの社協ナビ……P7

三木市社協
地域の困りごとをみんなで考える！
力合わせのプラネットホームづくり
地域を駆ける！ワーカー物語……P8

住民と共に気づき、“つながり”を生かしたい
養父市社会福祉協議会　吉田明博さん

兵庫県からつなぐ被災地支援……P9

県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

特集……P2

6月

6月

7月

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉
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第41回 民間社会福祉施設職員
海外研修生の募集
外国の施設における実習を通じて専門的な知
識・技能を習得し、社会福祉施設サービスの向
上に資することを志向する民間社会福祉施設
の職員に助成します。
対象職種　❶介護職員❷生活指導員❸児童
指導員❹臨床心理士❺理学療法士❻作業
療法士❼看護師❽保育士❾その他特に必
要と認める者

対象　❶27歳以上45歳以下の者❷経験年数
5年以上の者❸研修する具体的なテーマを
有し、今後も福祉業務を続ける意志がある者
❹英語の専門用語の知識を有し、日常会話が
できる者

募集人数　若干名
研修期間　平成25年4月初旬から8月初旬
助成額　一人当り滞在費1日1万円以内と旅
費50万円以内の実費を助成

締切り　平成24年7月31日（火）
●問（公財）中央競馬馬主社会福祉財団 企画・
管理部　TEL 03-5472-5581

URL　http://www.jra-umanushi-hukushi.or.jp/

「受動喫煙の防止などに関する条例に
係る表示マーク」デザイン募集
自分の意志に関わらず、他人のたばこの煙を吸
わされる受動喫煙の防止に向けて、その趣旨を
適切にイメージできる表示マークを募集します。
賞　優秀賞１点…賞状・賞金（10万円）
応募方法　電子データまたはA4用紙で提出
（1人何点でも応募可）。詳細はホームペー
ジなどでご確認ください。

締切り　平成24年6月25日（月）消印有効
通知・表彰　受賞者には、7月頃に直接本人に
通知するとともに、ホームページ等で公表し
ます。
●申●問兵庫県健康福祉部健康局健康増進課　
受動喫煙対策室
TEL078-341-7711（内線3245）
URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf26/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
財団法人みずほ教育福祉財団
第9回配食用小型電気自動車寄贈事業
高齢者向けの配食サービスを行っているボラ
ンティアグループに対して、配食用小型電気自
動車（通称みずほ号）の寄贈を行います。
対象　❶原則週1回以上の配食活動を行って
いるボランティアグループ（行政などから配
給食事業の委託を受けていないNPO等非営
利団体・法人）❷社会福祉協議会の推薦を
受けたグループ、または全国老人給食協力
会の会員で同協会の推薦を受けたグループ

助成額　❶1グループ1台、10グループ程度
❷1台上限110万円

締切り　平成24年6月29日（金）必着
●問みずほ教育福祉財団　TEL03-3596-4532
URL　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

2012年度ドナルド・マクドナルド・
ハウス財団助成事業
難病児およびその家族を支援する福祉・医療
分野におけるボランティアへ助成を行います。
対象　21歳までの子どもの健康や福祉を直
接改善するプログラムであることや、多くの
子どもたちを支援する見込みがあるプログ
ラムであることなど、数種類の条件を満たし
ている非営利団体

助成額　総額250万円
締切り　平成24年6月30日(土)消印有効
●申●問公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウ
ス・チャリティーズ・ ジャパン
TEL03-6911-6068

URL　http://www.dmhcj.or.jp/

平成23年度 ニッセイ財団
高齢社会助成「実質的研究助成」
「共に生きる地域コミュニティづくり」をテーマ
に助成を行います。
対象テーマ　❶高齢社会における地域福祉、
まちづくりに関する実践的研究❷高齢者の
自立・自己実現・社会参加などに関する実践
的研究❸認知症高齢者の予防からケアまで
に関する実践的研究❹東日本大震災被災
地を研究対象フィールドとする上記❶から
❸のいずれかに該当する実践的研究

助成期間　平成24年10月から最長2年
助成額　1件あたり200～250万円程度
締切り　平成24年6月15日（金）消印有効
●問日本生命財団高齢社会助成事務局
TEL06-6204-4013

URL　http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/

14日

15日

18日～

19日

20日

21日

22日

28～29日

29日

3日

3～4日

5日

6日～

8日

18日

19～20日

23～24日

24日

募　集募　集 老人福祉施設新任職員研修（Ｃコー
ス）◆社会福祉研修所
兵庫県地域包括・在宅介護支援セ
ンター 総会◆県民会館
県内社協ボランティアコーディネー
ター連絡会議◆県福祉センター
介護支援専門員専門研修課程Ⅰ・更
新研修Ａ（前期）◆県医師会館ほか
介護支援専門員研修・施設職員版
（Ｂコース）◆社会福祉研修所
県内社協事務局長会議◆県福祉セ
ンター
社会福祉政策委員会◆兵庫県福
祉センター
社会福祉法人経営計画策定研修
◆県福祉センター
障害福祉施設系事業所新任職員研
修（Ｂコース）◆社会福祉研修所
県ホームヘルプ事業者協議会総会・
管理者研修◆県福祉センター
社会福祉援助基礎研修（Ａコース）
◆社会福祉研修所
県内社協地域組織担当者会議
◆県福祉センター
福祉事業推進部会◆兵庫県福祉セ
ンター
地域福祉推進部会◆兵庫県福祉セ
ンター
市町社協活動推進協議会幹事会◆
兵庫県福祉センター
県民児連主任児童委員部会全県研
修会◆ポートピアホテル
会計実務担当者研修（老人コース）
◆県中央労働センター
介護支援専門員更新研修Ｂ・再研修
◆県のじぎく会館ほか
第1回福祉の就職総合フェア in Hyogo
◆神戸国際展示場3号館
会計実務担当者研修（障害コース）
◆県私学会館
相談面接技術研修（初級）Ａコース
◆社会福祉研修所
相談面接技術研修（中級）Ａコース
◆関西学院大学
県知的障害者施設協会創立50周
年記念式典◆神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル

　4日

5日

7日

12日

福祉行政機関新任職員研修
◆社会福祉研修所
介護支援専門員研修・施設職員版
（Ａコース）◆社会福祉研修所
老人福祉施設新任職員研修（Ｂコ
ース）◆社会福祉研修所
保育所新任保育士研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所

サポートセンター本部

神戸出会いサポートセンター（縁結びサロン）

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる・明日へつながる
～「全県キャンペーン」の展開～
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な
ど
、日
々
地
域
福
祉
活
動
を
実
践
し
て

い
る
方
々
に
と
っ
て
、そ
の
思
い
は
強
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
の
時
、

人
は
一
人
で
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
知
り
、人
や
社
会
と
の
つ

な
が
り
や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を

認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
よ

り
、従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

の
支
え
合
い
活
動
が
注
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、現
実
に
は
、社
会
の
無
縁
化

は
急
速
に
進
行
し
、私
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
孤
独
死
な
ど
の
悲
劇
が
起
き
る

　
本
誌
５
月
号
で
は
、「
無
縁
社
会
」の
象

徴
で
あ
る
孤
独
死
の
県
内
の
事
例
を
取

り
上
げ
た
。つ
な
が
り
が
薄
く
、社
会
か

ら
孤
立
し
た
中
で
起
き
る
悲
劇
は
、決
し

て
遠
い
世
界
の
出
来
事
で
は
な
く
、私
た

ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
問
題

で
あ
る
。

　
無
縁
社
会
は
、近
年
の
社
会
の
成
熟
化

に
伴
う
価
値
観
の
多
様
化
、少
子
高
齢
化
、

単
身
世
帯
の
増
加
、家
族
を
含
め
た
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
、雇

用
形
態
の
変
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
背
景
と
し
て
重
な
り
合
っ
て
い
る
。そ

れ
に
よ
り
、社
会
か
ら
孤
立
し
、支
援
の

手
が
届
か
な
い
人
々
を
生
み
出
す
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
や
、社
会
的
な
孤
立
は
若
者
か
ら
高

齢
者
ま
で
広
が
り
、こ
れ
ま
で
家
族
や
地

域
、職
域
等
で
の
支
え
合
い
で
対
応
し
て

き
た
こ
と
が
、生
活
問
題
と
し
て
現
れ
る

よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
複
雑
化・深
刻
化

の
度
合
い
を
増
し
つ
つ
あ
る
。

　
果
た
し
て
、こ
の
よ
う
な
社
会
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
―
。民
生
委
員・児
童
委
員

　「果たして“無縁社会”のままでよいのだろうか？」と
いう問いが、いま私たちに投げかけられている。前号
で取り上げた“無縁社会”の状況を脱するためには、
私たち一人ひとりがこの問題に向き合い、新たな支
え合いのあり方を模索していく必要がある。
　本会ではこのたび、「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーンを提唱し、県内の多くの方々と協働し
て進めていくこととした。今月号の特集は、多くの県
民の参加を願うため、このキャンペーンの概要を紹
介する。

　
県
社
協
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
関

連
事
業
と
し
て
、第
５１
回
社
会
福
祉
夏
季

大
学（
８
月
２３
日
）、第
６
回
全
国
校
区・小

地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト 

in 

K
O
B
E・

ひ
ょ
う
ご（
平
成
２５
年
１
月
１２
日
、神
戸
市

社
協
等
と
共
催
）を
開
催
す
る
。

　
８
月
に
開
催
す
る
社
会
福
祉
夏
季
大

学
で
は「
絆
つ
な
げ
る・明
日
へ
つ
な
が
る

〜
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」を
テ
ー
マ

に
、北
海
道
大
学
教
授
の
宮
本
太
郎
氏

を
招
き
、無
縁
社
会
を
乗
り
越
え
、こ
れ

か
ら
の
福
祉
社
会
の
あ
り
方
を
参
加
者

と
と
も
に
考
え
る
。

　

ま
た
、来
年
１
月
に
開
催
す
る
全
国

校
区
・
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、地
域
活
動
の
実
践
者
、関
心
の
あ
る

人
達
が
全
国
か
ら
一
堂
に
集
い
、こ
れ

か
ら
の「
縁
」を
つ
む
ぐ
地
域
活
動
実
践

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
と
し
て
開
催
す

る
。現
在
、サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
、関

係
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

現
場
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で
企

画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ（
11
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。人

は
何
ら
か
の
社
会
関
係
の
中
で
、文
化

的
に
生
き
て
い
く
も
の
で
あ
る
。無
縁

社
会
と
呼
ば
れ
る
状
況
の
中
、私
た
ち

は
互
い
に
そ
の
存
在
を
認
め
合
い
、と

も
に
つ
な
が
り
合
う
関
係
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
、

今
日
の
時
代
に
合
っ
た
支
え
合
い
の
あ

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。次
ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
当

事
者
サ
イ
ド
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、私

た
ち
に
そ
の
よ
う
な
社
会
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
性
を
鋭
く
迫
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社
会
」全
県

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、県
民
の
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
い
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
る
。

　

次
号
か
ら
は
、県
内
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
支
え
合
い
活
動
を
紹
介
し

な
が
ら
、「
無
縁
社
会
」を
脱
す
る
方
策

を
読
者
の
方
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

い
。ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最
新
の
取

り
組
み
状
況
を
随
時
掲
載
し
て
い
く
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無

縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ（
７
月
末
開
設

予
定
）、県
民
か
ら
の
多
様
な
意
見
を
募

集
・
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

本
誌
で
も
、県
内
の
支
え
合
い
活
動
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
だ
。

さ
ら
に
、多
様
な
場
で「
無
縁
社
会
」を

テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、推
進
協
議
会
に
参
画
す
る
団

体
に
対
し
て
も
、住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
無
縁
社
会
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
わ

す
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
住
民
座
談
会
等
を
開

催
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
ま
ず
は「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
起
人
会
を
開

催
し
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
い
く
予
定
だ
。そ
の
後
、県

内
の
各
団
体・企
業
等
に
働
き
か
け
、賛

同
の
輪
が
広
が
っ
た
段
階
で
、夏
に
キ
ッ

ク
オ
フ
と
な
る
会
議
を
開
く
こ
と
と
し

て
い
る
。
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―「無縁社会」と呼ばれる社会状況をどう見るか。
　現代は冠婚葬祭なども業者に頼むことが増え、地域の中
でお互いに声をかけあうことが少なくなっている。認知症
の人のことも、頭では理解していても、一度関わることで頼
られてしまうと困るという心理が働き、「あの人最近おかし
いのでは」と近所の人が感じながらも、結局声をかけないま
まに終わってしまう。「無縁社会」の流れを戻すのには時間
がかかるだろう。
―「無縁社会」を乗り越えるためには何が必要か。
　「２４時間の見守り」と言われるが、現実には不可能だし、
その必要もない。例えば、認知症の人が、鍋の火を消し忘
れるという不始末を起こすと、近所の人は「火事を起こす
のでは」と心配する。たった１回火を消し忘れただけで、「認
知症」という固定観念から、その人が調理することのすべ
てを否定されてしまうのである。近所の人が、朝・昼・晩の
食事時に注意を寄せてあげるだけで十分ではないか。そ
れもできなければ、焦げた匂いが漂ってきたら、声をかけ
てあげればそれで済むはずだ。
　まずは近所で顔を合わせたら挨拶をすることで、顔の見
える関係ができ、地域も変ってくるはず。ＳＯＳを出しやすい
雰囲気をどう作るかが大切であ
る。「バラ公園ネットワーク」（本紙
１月号参照）のような取り組みの
成果が広く共有され、地域の仲間
づくりの輪が広がっていくことを
望みたい。

「無縁社会」をどう見るか～当事者サイドからのメッセージ～

セルフヘルプグループから見る「無縁社会」

　２０１０年に放映されたＮＨＫの「無縁社会」が今もなお反
響を呼んでいる。自死、児童虐待、孤独死などといった、近
年多発する多様な問題に共通するものは何かを探ってい
けば、地縁、血縁、社縁が希薄になっている社会の特性が
浮かび上がってきた。番組ではそれを「無縁社会」と呼ん
だ。墓参すれば必ず眼にする「無縁仏」、老いた母親のさ
さやかな人生を歌ったさだまさし作の「無縁坂」。いずれ
にしても“無縁”とつけば、その寂しさや哀しみが思い起
こされ圧倒される。
　昨年、数々あるセルフヘルプグループ（以下、「ＳＨＧ」）の
調査を行った。ＳＨＧが課題とする点については置いておく
が、全てのＳＨＧに共通した望みは「つながりたい」と「分かっ
てほしい」であった。ＳＨＧでは、一人では解決や軽減の困難

「焦げてますよ」の声かけができる地域を

ひょうごセルフヘルプ支援センター　代表　中田 智恵海さん

認知症の人と家族の会兵庫県支部
代表　酒井 邦夫さん

―「無縁社会」と呼ばれる社会状況をどう見るか。
　最近、相次いで痛ましい孤独死の事件が報道されてい
る。本人たちが隣人や仲間につながり、衰弱していること
を周囲がキャッチできていれば助かったかもしれないが、
そういうことは一切なかったのだろうか。
　昔は、地域の中にお節介で世話焼きな人が必ずいて、お
互いに損得なしで支え合っていたものだ。競争社会の中で、
人の温かみを知らない人が増えているのではないか。自分
から「助けて」と言わなければ支援の手が届かない社会は、
やはりおかしい。
―「無縁社会」を乗り越えるためには何が必要か。
　宅配業者などが住人の異変に気がつくということもあ
るようだが、まずは身近な地域で隣人や仲間がアンテナ
を張り、お互いに見守り合うということが大切だ。サービ
スがあればいいというものでもない。私の住む地域では、
知的障害を持つ子の親が８０歳を超えているという家庭が
増えている。子がケアホームに入ると家に一人になってし
まうことから、親同士で「いまどうしてる？」と電話をかけあ
うことにしている。本人が「助けて」と言いにくければ、周り
から声をかけ合おう、という発信をみんなでしていくべき
だ。もっと人に頼ることを負担に
思わない社会になればと思う。行
政や社協には、そのようにお互い
を思いやる心を育てる社会づく
りに向けた発信を、ぜひお願いし
たい。

温かい思いやりのある社会づくりが大切

兵庫県手をつなぐ育成会
理事長　小原 冷子さん

「
無
縁
社
会
」を
問
い
直
す

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要

今
後
の
取
り
組
み
　

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる・明日へつながる
～「全県キャンペーン」の展開～

よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
問
題
を
乗
り
越
え

て
い
く
に
は
、行
政
や
特
定
の
個
人・団
体

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
。必

要
な
の
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
、家
族
を
は
じ
め
と
し

た
人
と
の
つ
な
が
り
を
見
直
し
、支
え
合

う
関
係
づ
く
り
を
再
構
築
し
て
い
く
こ

と
だ
。そ
の
よ
う
な
日
々
の
つ
な
が
り
と

支
え
合
い
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
、

地
域
活
動
や
行
政
施
策
が
よ
り
生
き
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
た
び
本
会
が
提
唱
す
る「
ス
ト
ッ

プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、今
日
の
時
代
に
合
っ
た
支
え
合
い
の

あ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
、「
無
縁
社
会

の
ま
ま
で
い
い
の
か
」を
県
民
に
対
し
て

問
い
か
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。そ

し
て
、福
祉
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、県
民

み
ん
な
で
考
え
、知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、

新
た
な
支
え
合
い
社
会
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
な
る
県
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て

い
き
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
今
、再

び「
絆
」や「
支
え
合
い
」の
大
切
さ
が
強

調
さ
れ
、多
く
の
人
の
関
心
を
呼
ん
で
い

る
。そ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、今
、

「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、こ
れ
か
ら
の
支
え
合

い
の
あ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
、県
民

と
と
も
に
そ
の
方
策
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
の
設
置

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、日
頃
、地
域
福

祉
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
々
だ
け
で
な

く
、社
会
全
体
で
無
縁
社
会
の
問
題
を
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
、と
い
う
思
い
が
出

発
点
に
あ
る
。そ
の
思
い
を
大
切
に
し
、福

祉
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、経
済
産
業
、労

働
、文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
を
結
集
す
る

〝
民
〞発
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
展
開
す

る
も
の
だ
。

　
そ
の
た
め
に
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会（
以

下
、「
推
進
協
議
会
」）を
立
ち
上
げ
、各
分

野
の
県
内
の
団
体
、企
業
に
推
進
団
体
と

し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
画
を
呼
び
掛
け

て
い
く
こ
と
と
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
す
る
輪
を
、県
域
の
み
な
ら
ず
、市
町

域
、私
た
ち
の
身
近
な
地
域
で
広
げ
て
い

く
予
定
だ
。

　
な
お
、現
在
、推
進
協
議
会
の
立
ち
上

げ
に
先
立
ち
、県
内
の
福
祉・医
療・保
健
、

経
済・産
業
、労
働
等
の
各
界
の
代
表
者
か

ら
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
発
起
人
会
を
６
月

に
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
期
間

　
無
縁
社
会
の
問
題
は
一
朝
一
夕
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
、今
年
度
だ
け
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、息
の
長
い
取
り
組
み
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
当
面
は
、県
社
協
２
０
１
５
年
計
画
の

推
進
期
間
で
あ
る
平
成
２８
年
３
月
ま
で

の
４
年
間（
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２７
年

度
ま
で
）を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
期
間

と
し
て
い
く
。今
後
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、参
画
い
た
だ
い
た

団
体
や
県
民
か
ら
の
声
に
基
づ
き
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を「
進
化
」「
発
展
」さ
せ
て
い

き
た
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、ま
ず
は
多
く
の
県
民
に
無

縁
社
会
の
問
題
へ
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
、無
縁
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。今
後
、各
推
進
団
体

の
広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
掲
載
を
依
頼
し
、広
く
住
民
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。な

お
、県
社
協
と
し
て
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活

用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
も
作
成
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

意
見
を
交
わ
す
場
と
し
て

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

　
無
縁
社
会
と
い
っ
て
も
、そ
れ
に
対
す

る
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。し
か

し
、多
様
な
意
見
に
基
づ
く
議
論
が
あ
っ

て
こ
そ
、無
縁
社
会
を
脱
す
る
知
恵
と
力

が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、無
縁
社
会

の
現
状
を
問
い
か
け
る
と
と
も
に
、さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
す
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
。

阪神・淡路大震災で確認された支え合いの大切さ

「無縁社会」をテーマに開催した「第50回社会福祉夏季大学」

新
た
な
支
え
合
い
の

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

な生活課題を抱える人々がつながりあって自分たちで課題
に積極的に主体的に向き合い、その解消や軽減を図ろうと
している。元々、ＳＨＧは生活課題を抱えて利用できる社会
サービスもなく孤立した人たちで構成されている。つまり、
“無縁状態”に陥った人たちである。ＳＨＧはそうした人たち
がつながりあって力をつけていく場であり、さらに仲間同
士だけでなく、地域社会に向かって自分たちの生きづらさ
を理解してほしい、と発信して理解を求めてきた。ＳＨＧに
関わる人たちは、「無縁社会」とことさらにマスコミで取り
上げられることに違和感を覚えているに違いない。ＳＨＧが
何十年も前から苦悩し、それに向き合って実践してきたこ
となのだから。
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な
ど
、日
々
地
域
福
祉
活
動
を
実
践
し
て

い
る
方
々
に
と
っ
て
、そ
の
思
い
は
強
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
私
た
ち
は
、阪
神・淡
路
大
震
災
の
時
、

人
は
一
人
で
生
き
て
い
け
な
い
こ
と
を

あ
ら
た
め
て
知
り
、人
や
社
会
と
の
つ

な
が
り
や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切
さ
を

認
識
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。こ
れ
に
よ

り
、従
来
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
地
域

の
支
え
合
い
活
動
が
注
目
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
し
か
し
、現
実
に
は
、社
会
の
無
縁
化

は
急
速
に
進
行
し
、私
た
ち
の
身
近
な
と

こ
ろ
で
孤
独
死
な
ど
の
悲
劇
が
起
き
る

　
本
誌
５
月
号
で
は
、「
無
縁
社
会
」の
象

徴
で
あ
る
孤
独
死
の
県
内
の
事
例
を
取

り
上
げ
た
。つ
な
が
り
が
薄
く
、社
会
か

ら
孤
立
し
た
中
で
起
き
る
悲
劇
は
、決
し

て
遠
い
世
界
の
出
来
事
で
は
な
く
、私
た

ち
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
き
て
い
る
問
題

で
あ
る
。

　
無
縁
社
会
は
、近
年
の
社
会
の
成
熟
化

に
伴
う
価
値
観
の
多
様
化
、少
子
高
齢
化
、

単
身
世
帯
の
増
加
、家
族
を
含
め
た
他
者

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
、雇

用
形
態
の
変
化
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
要
因

が
背
景
と
し
て
重
な
り
合
っ
て
い
る
。そ

れ
に
よ
り
、社
会
か
ら
孤
立
し
、支
援
の

手
が
届
か
な
い
人
々
を
生
み
出
す
結
果

と
な
っ
て
い
る
。

　
今
や
、社
会
的
な
孤
立
は
若
者
か
ら
高

齢
者
ま
で
広
が
り
、こ
れ
ま
で
家
族
や
地

域
、職
域
等
で
の
支
え
合
い
で
対
応
し
て

き
た
こ
と
が
、生
活
問
題
と
し
て
現
れ
る

よ
う
に
な
り
、さ
ら
に
複
雑
化・深
刻
化

の
度
合
い
を
増
し
つ
つ
あ
る
。

　
果
た
し
て
、こ
の
よ
う
な
社
会
で
い
い

の
だ
ろ
う
か
―
。民
生
委
員・児
童
委
員

　「果たして“無縁社会”のままでよいのだろうか？」と
いう問いが、いま私たちに投げかけられている。前号
で取り上げた“無縁社会”の状況を脱するためには、
私たち一人ひとりがこの問題に向き合い、新たな支
え合いのあり方を模索していく必要がある。
　本会ではこのたび、「ストップ・ザ・無縁社会」全県
キャンペーンを提唱し、県内の多くの方々と協働し
て進めていくこととした。今月号の特集は、多くの県
民の参加を願うため、このキャンペーンの概要を紹
介する。

　
県
社
協
と
し
て
は
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
関

連
事
業
と
し
て
、第
５１
回
社
会
福
祉
夏
季

大
学（
８
月
２３
日
）、第
６
回
全
国
校
区・小

地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト 

in 

K
O
B
E・

ひ
ょ
う
ご（
平
成
２５
年
１
月
１２
日
、神
戸
市

社
協
等
と
共
催
）を
開
催
す
る
。

　
８
月
に
開
催
す
る
社
会
福
祉
夏
季
大

学
で
は「
絆
つ
な
げ
る・明
日
へ
つ
な
が
る

〜
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」を
テ
ー
マ

に
、北
海
道
大
学
教
授
の
宮
本
太
郎
氏

を
招
き
、無
縁
社
会
を
乗
り
越
え
、こ
れ

か
ら
の
福
祉
社
会
の
あ
り
方
を
参
加
者

と
と
も
に
考
え
る
。

　

ま
た
、来
年
１
月
に
開
催
す
る
全
国

校
区
・
小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト
で

は
、地
域
活
動
の
実
践
者
、関
心
の
あ
る

人
達
が
全
国
か
ら
一
堂
に
集
い
、こ
れ

か
ら
の「
縁
」を
つ
む
ぐ
地
域
活
動
実
践

の
あ
り
方
を
考
え
る
場
と
し
て
開
催
す

る
。現
在
、サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
、関

係
者
に
よ
る
実
行
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

現
場
か
ら
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
方
式
で
企

画
を
練
っ
て
い
る
と
こ
ろ
だ（
11
ペ
ー
ジ

参
照
）。

　

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
な
い
。人

は
何
ら
か
の
社
会
関
係
の
中
で
、文
化

的
に
生
き
て
い
く
も
の
で
あ
る
。無
縁

社
会
と
呼
ば
れ
る
状
況
の
中
、私
た
ち

は
互
い
に
そ
の
存
在
を
認
め
合
い
、と

も
に
つ
な
が
り
合
う
関
係
を
再
構
築
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
し
て
、

今
日
の
時
代
に
合
っ
た
支
え
合
い
の
あ

る
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

だ
ろ
う
。次
ペ
ー
ジ
に
寄
せ
ら
れ
た
当

事
者
サ
イ
ド
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、私

た
ち
に
そ
の
よ
う
な
社
会
に
つ
い
て
考

え
る
必
要
性
を
鋭
く
迫
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社
会
」全
県

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
、県
民
の
知
恵
と
力
を

合
わ
せ
て
い
く
契
機
と
な
る
こ
と
を
願

う
も
の
で
あ
る
。

　

次
号
か
ら
は
、県
内
各
地
で
取
り
組

ま
れ
て
い
る
支
え
合
い
活
動
を
紹
介
し

な
が
ら
、「
無
縁
社
会
」を
脱
す
る
方
策

を
読
者
の
方
と
と
も
に
考
え
て
い
き
た

い
。ま
た
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
最
新
の
取

り
組
み
状
況
を
随
時
掲
載
し
て
い
く
。

　
そ
の
一
つ
と
し
て
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無

縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
専
用
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
立
ち
上
げ（
７
月
末
開
設

予
定
）、県
民
か
ら
の
多
様
な
意
見
を
募

集
・
掲
載
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
す
る
。

本
誌
で
も
、県
内
の
支
え
合
い
活
動
の

取
り
組
み
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
だ
。

さ
ら
に
、多
様
な
場
で「
無
縁
社
会
」を

テ
ー
マ
と
し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
企
画
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

な
お
、推
進
協
議
会
に
参
画
す
る
団

体
に
対
し
て
も
、住
民
の
身
近
な
と
こ
ろ

で
無
縁
社
会
に
つ
い
て
の
意
見
を
交
わ

す
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
住
民
座
談
会
等
を
開

催
い
た
だ
く
よ
う
働
き
か
け
て
い
く
。

　
ま
ず
は「
ス
ト
ッ
プ・
ザ・
無
縁
社
会
」

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
発
起
人
会
を
開

催
し
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
を

立
ち
上
げ
て
い
く
予
定
だ
。そ
の
後
、県

内
の
各
団
体・企
業
等
に
働
き
か
け
、賛

同
の
輪
が
広
が
っ
た
段
階
で
、夏
に
キ
ッ

ク
オ
フ
と
な
る
会
議
を
開
く
こ
と
と
し

て
い
る
。

SPECIAL EDITION

―「無縁社会」と呼ばれる社会状況をどう見るか。
　現代は冠婚葬祭なども業者に頼むことが増え、地域の中
でお互いに声をかけあうことが少なくなっている。認知症
の人のことも、頭では理解していても、一度関わることで頼
られてしまうと困るという心理が働き、「あの人最近おかし
いのでは」と近所の人が感じながらも、結局声をかけないま
まに終わってしまう。「無縁社会」の流れを戻すのには時間
がかかるだろう。
―「無縁社会」を乗り越えるためには何が必要か。
　「２４時間の見守り」と言われるが、現実には不可能だし、
その必要もない。例えば、認知症の人が、鍋の火を消し忘
れるという不始末を起こすと、近所の人は「火事を起こす
のでは」と心配する。たった１回火を消し忘れただけで、「認
知症」という固定観念から、その人が調理することのすべ
てを否定されてしまうのである。近所の人が、朝・昼・晩の
食事時に注意を寄せてあげるだけで十分ではないか。そ
れもできなければ、焦げた匂いが漂ってきたら、声をかけ
てあげればそれで済むはずだ。
　まずは近所で顔を合わせたら挨拶をすることで、顔の見
える関係ができ、地域も変ってくるはず。ＳＯＳを出しやすい
雰囲気をどう作るかが大切であ
る。「バラ公園ネットワーク」（本紙
１月号参照）のような取り組みの
成果が広く共有され、地域の仲間
づくりの輪が広がっていくことを
望みたい。

「無縁社会」をどう見るか～当事者サイドからのメッセージ～

セルフヘルプグループから見る「無縁社会」

　２０１０年に放映されたＮＨＫの「無縁社会」が今もなお反
響を呼んでいる。自死、児童虐待、孤独死などといった、近
年多発する多様な問題に共通するものは何かを探ってい
けば、地縁、血縁、社縁が希薄になっている社会の特性が
浮かび上がってきた。番組ではそれを「無縁社会」と呼ん
だ。墓参すれば必ず眼にする「無縁仏」、老いた母親のさ
さやかな人生を歌ったさだまさし作の「無縁坂」。いずれ
にしても“無縁”とつけば、その寂しさや哀しみが思い起
こされ圧倒される。
　昨年、数々あるセルフヘルプグループ（以下、「ＳＨＧ」）の
調査を行った。ＳＨＧが課題とする点については置いておく
が、全てのＳＨＧに共通した望みは「つながりたい」と「分かっ
てほしい」であった。ＳＨＧでは、一人では解決や軽減の困難

「焦げてますよ」の声かけができる地域を

ひょうごセルフヘルプ支援センター　代表　中田 智恵海さん

認知症の人と家族の会兵庫県支部
代表　酒井 邦夫さん

―「無縁社会」と呼ばれる社会状況をどう見るか。
　最近、相次いで痛ましい孤独死の事件が報道されてい
る。本人たちが隣人や仲間につながり、衰弱していること
を周囲がキャッチできていれば助かったかもしれないが、
そういうことは一切なかったのだろうか。
　昔は、地域の中にお節介で世話焼きな人が必ずいて、お
互いに損得なしで支え合っていたものだ。競争社会の中で、
人の温かみを知らない人が増えているのではないか。自分
から「助けて」と言わなければ支援の手が届かない社会は、
やはりおかしい。
―「無縁社会」を乗り越えるためには何が必要か。
　宅配業者などが住人の異変に気がつくということもあ
るようだが、まずは身近な地域で隣人や仲間がアンテナ
を張り、お互いに見守り合うということが大切だ。サービ
スがあればいいというものでもない。私の住む地域では、
知的障害を持つ子の親が８０歳を超えているという家庭が
増えている。子がケアホームに入ると家に一人になってし
まうことから、親同士で「いまどうしてる？」と電話をかけあ
うことにしている。本人が「助けて」と言いにくければ、周り
から声をかけ合おう、という発信をみんなでしていくべき
だ。もっと人に頼ることを負担に
思わない社会になればと思う。行
政や社協には、そのようにお互い
を思いやる心を育てる社会づく
りに向けた発信を、ぜひお願いし
たい。

温かい思いやりのある社会づくりが大切

兵庫県手をつなぐ育成会
理事長　小原 冷子さん

「
無
縁
社
会
」を
問
い
直
す

こ
と
か
ら
は
じ
め
よ
う

全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
概
要

今
後
の
取
り
組
み
　

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる・明日へつながる
～「全県キャンペーン」の展開～

よ
う
に
な
っ
た
。こ
の
問
題
を
乗
り
越
え

て
い
く
に
は
、行
政
や
特
定
の
個
人・団
体

の
取
り
組
み
だ
け
で
は
困
難
で
あ
る
。必

要
な
の
は
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
日
々

の
暮
ら
し
の
中
で
、家
族
を
は
じ
め
と
し

た
人
と
の
つ
な
が
り
を
見
直
し
、支
え
合

う
関
係
づ
く
り
を
再
構
築
し
て
い
く
こ

と
だ
。そ
の
よ
う
な
日
々
の
つ
な
が
り
と

支
え
合
い
の
積
み
重
ね
が
あ
っ
て
こ
そ
、

地
域
活
動
や
行
政
施
策
が
よ
り
生
き
て

く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
た
び
本
会
が
提
唱
す
る「
ス
ト
ッ

プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

は
、今
日
の
時
代
に
合
っ
た
支
え
合
い
の

あ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
、「
無
縁
社
会

の
ま
ま
で
い
い
の
か
」を
県
民
に
対
し
て

問
い
か
け
る
こ
と
か
ら
は
じ
め
た
い
。そ

し
て
、福
祉
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、県
民

み
ん
な
で
考
え
、知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、

新
た
な
支
え
合
い
社
会
づ
く
り
の
き
っ
か

け
と
な
る
県
民
運
動
と
し
て
展
開
し
て

い
き
た
い
。

　

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
今
、再

び「
絆
」や「
支
え
合
い
」の
大
切
さ
が
強

調
さ
れ
、多
く
の
人
の
関
心
を
呼
ん
で
い

る
。そ
の
よ
う
な
時
だ
か
ら
こ
そ
、今
、

「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」全
県
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
を
展
開
し
、こ
れ
か
ら
の
支
え
合

い
の
あ
る
社
会
づ
く
り
に
向
け
、県
民

と
と
も
に
そ
の
方
策
を
探
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会
の
設
置

　
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、日
頃
、地
域
福

祉
活
動
を
実
践
し
て
い
る
方
々
だ
け
で
な

く
、社
会
全
体
で
無
縁
社
会
の
問
題
を
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
、と
い
う
思
い
が
出

発
点
に
あ
る
。そ
の
思
い
を
大
切
に
し
、福

祉
関
係
者
の
み
な
ら
ず
、経
済
産
業
、労

働
、文
化
な
ど
幅
広
い
分
野
を
結
集
す
る

〝
民
〞発
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
し
て
展
開
す

る
も
の
だ
。

　
そ
の
た
め
に
、「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社

会
」全
県
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推
進
協
議
会（
以

下
、「
推
進
協
議
会
」）を
立
ち
上
げ
、各
分

野
の
県
内
の
団
体
、企
業
に
推
進
団
体
と

し
て
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
参
画
を
呼
び
掛
け

て
い
く
こ
と
と
し
た
。キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
参

加
す
る
輪
を
、県
域
の
み
な
ら
ず
、市
町

域
、私
た
ち
の
身
近
な
地
域
で
広
げ
て
い

く
予
定
だ
。

　
な
お
、現
在
、推
進
協
議
会
の
立
ち
上

げ
に
先
立
ち
、県
内
の
福
祉・医
療・保
健
、

経
済・産
業
、労
働
等
の
各
界
の
代
表
者
か

ら
な
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
発
起
人
会
を
６
月

に
立
ち
上
げ
る
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
期
間

　
無
縁
社
会
の
問
題
は
一
朝
一
夕
で
解

決
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。こ
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
も
、今
年
度
だ
け
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、息
の
長
い
取
り
組
み
を
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　
当
面
は
、県
社
協
２
０
１
５
年
計
画
の

推
進
期
間
で
あ
る
平
成
２８
年
３
月
ま
で

の
４
年
間（
平
成
２４
年
度
か
ら
平
成
２７
年

度
ま
で
）を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
推
進
期
間

と
し
て
い
く
。今
後
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の

進
捗
状
況
を
踏
ま
え
、参
画
い
た
だ
い
た

団
体
や
県
民
か
ら
の
声
に
基
づ
き
、キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
を「
進
化
」「
発
展
」さ
せ
て
い

き
た
い
。

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
ロ
ゴ
マ
ー
ク

　
「
ス
ト
ッ
プ・ザ・無
縁
社
会
」を
実
現
す

る
た
め
に
は
、ま
ず
は
多
く
の
県
民
に
無

縁
社
会
の
問
題
へ
の
関
心
を
寄
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を

作
成
し
、無
縁
社
会
へ
の
関
心
を
高
め
て

い
く
予
定
で
あ
る
。今
後
、各
推
進
団
体

の
広
報
誌
、ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
ロ
ゴ

マ
ー
ク
の
掲
載
を
依
頼
し
、広
く
住
民
の

目
に
触
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。な

お
、県
社
協
と
し
て
は
、ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
活

用
し
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
グ
ッ
ズ
も
作
成
し

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

意
見
を
交
わ
す
場
と
し
て

〜
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
フ
ォ
ー
ラ
ム
〜

　
無
縁
社
会
と
い
っ
て
も
、そ
れ
に
対
す

る
考
え
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
だ
ろ
う
。し
か

し
、多
様
な
意
見
に
基
づ
く
議
論
が
あ
っ

て
こ
そ
、無
縁
社
会
を
脱
す
る
知
恵
と
力

が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、無
縁
社
会

の
現
状
を
問
い
か
け
る
と
と
も
に
、さ
ま

ざ
ま
な
意
見
を
交
わ
す
場
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
。

阪神・淡路大震災で確認された支え合いの大切さ

「無縁社会」をテーマに開催した「第50回社会福祉夏季大学」

新
た
な
支
え
合
い
の

社
会
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

な生活課題を抱える人々がつながりあって自分たちで課題
に積極的に主体的に向き合い、その解消や軽減を図ろうと
している。元々、ＳＨＧは生活課題を抱えて利用できる社会
サービスもなく孤立した人たちで構成されている。つまり、
“無縁状態”に陥った人たちである。ＳＨＧはそうした人たち
がつながりあって力をつけていく場であり、さらに仲間同
士だけでなく、地域社会に向かって自分たちの生きづらさ
を理解してほしい、と発信して理解を求めてきた。ＳＨＧに
関わる人たちは、「無縁社会」とことさらにマスコミで取り
上げられることに違和感を覚えているに違いない。ＳＨＧが
何十年も前から苦悩し、それに向き合って実践してきたこ
となのだから。
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地域で支え合い、地域を元気にする
取り組みを紹介します。

伊丹市福祉権利擁護センター
（事務局：伊丹市社会福祉協議会）

☎072-744-5130

取材を終えて
　公益性の高い社会福祉法人が協働してセ
ンターを設置し、市民の権利と生活を守る
取り組みは新しい権利擁護のかたちです。
市民と法律、医療、福祉の専門職が連携しな
がら、地域のつながりの中で力を発揮し、権
利擁護の取り組みを重層的に進めている姿
が印象的でした。今後の展開に注目です。

“みんなでつくる”連携・協働のたよれるネットワーク

伊丹市福祉権利擁護センター

市町社協の取り組んでいるさまざまな活動を紹介します。

地
域
の
困
り
ご
と
を
み
ん
な
で
考
え
る
！
力
合
わ
せ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
づ
く
り

市民と専門職が地域の課題をともに考える

三木市社会福祉協議会☎0794-82-4043 三木市社協 検索

ビ
ス
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
と
つ
な
ぐ
。

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
専
門
職
か
ら
の

相
談
も
多
い
と
い
う
。現
在
、市
内
3

圏
域
の
う
ち
南
部
圏
域
で
展
開
し
て
お

り
、今
後
は
全
市
域
へ
広
げ
る
予
定
だ
。

　
南
部
圏
域
の「
自
由
が
丘
」で
は
、3

年
前
か
ら「
在
宅
生
活
支
援
プ
ラ
ッ
ト

ホ
ー
ム
」が
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。市
民

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
、専
門
職
が
地

域
の
問
題
を
と
も
に
考
え
対
応
す
る
場

　
三
木
市
社
協
が
こ
の
度
策
定
し
た

「
第
2
次
地
域
福
祉
活
動
計
画（
平
成

24
〜
28
年
度
）」は
、市
民
と
と
も
に

力
を
合
わ
せ
る
取
り
組
み
を
随
所
に

盛
り
込
ん
で
い
る
。な
か
で
も
象
徴
的

な
の
が
、相
談
か
ら
問
題
解
決
ま
で
を

一
体
的
に
つ
な
ぐ
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

づ
く
り
だ
。

　

市
社
協
で
は
、昨
年
度
の
試
行
を

踏
ま
え
、今
年
度
よ
り「
あ
ん
し
ん
サ

ポ
ー
ト
デ
ス
ク
」が
本
格
始
動
し
た
。

各
種
関
係
機
関
の
相
談
窓
口
が
増
え

る
中
で
、「
ど
こ
に
相
談
す
れ
ば
良
い

の
か
分
か
り
づ
ら
い
」「
た
ら
い
回
し

に
な
る
の
で
は
」な
ど
、相
談
に
つ
な

が
り
に
く
い
市
民
の
困
り
ご
と
を
高

齢・障
害
等
の
分
野
に
か
か
わ
ら
ず
受

け
止
め
る
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
窓
口
だ
。

相
談
を〝
待
つ
〞の
で
は
な
く
積
極
的

に
市
民
が
集
う
場
に
出
向
き
、困
り
ご

と
を
キ
ャ
ッ
チ
す
る
機
能
も
あ
る
。内

容
に
応
じ
て
、専
門
窓
口
や
各
種
サ
ー

と
し
て
、公
民
館
に
設
置
さ
れ
た
。「
こ

の
お
家
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、気
に
な
る

な
あ
」。民
生
委
員
児
童
委
員
や
ク
リ

ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
に
も
呼
び
か
け
、集
ま
っ
た
の
は
10

数
グ
ル
ー
プ
。話
し
合
い
が
重
ね
ら
れ
、

「
ゴ
ミ
拾
い
の
近
く
の
お
宅
や
か
ら
、活

動
の
後
に
見
に
行
く
こ
と
な
ら
で
き
る

わ
」の
声
に
、「
じ
ゃ
あ
私
た
ち
は
…
」と

各
々
が
出
来
る
こ
と
を
出
し
合
っ
た
。

活
動
分
野
が
違
う
者
同
士
が〝
少
し
足

を
延
ば
し
て
で
き
る
〞声
掛

け
運
動
や
見
守
り
活
動
は
、

今
も
継
続
中
だ
。

　
今
後
は
こ
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ

ー
ム
に「
あ
ん
し
ん
サ
ポ
ー

ト
デ
ス
ク
」の
担
当
者
が
入

る
こ
と
で
、潜
在
ニ
ー
ズ
が

拾
い
上
げ
ら
れ
、さ
ら
な
る

支
援
が
広
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
る
。「
災
害
時
の

対
応
も
含
め
、市
民・ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
・
専
門
職

が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
を
発

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
の

相
談
窓
口
が
ス
タ
ー
ト

活
動
エ
リ
ア
に
着
目

地
域
安
心
生
活
に
視
点
を
向
け
る

　超高齢化社会が現実のものとなった今日、いか
にして地域社会を心の通い合う潤いのあるものに
していくかは、今に生きる者に与えられた大きな課
題です。三木市社協では地域社会の現状から課題
を洗い出し、第２次地域福祉活動計画を策定しま
した。
　計画を実のあるものにするために、住民に周知し
ていくことが重要です。そのため
にも、あらゆる機会にあらゆる広
報媒体を活用し、みんなで体験
しながら地域の課題解決に取り
組める風土づくりに努める三木
市社協でありたいと考えます。

あなたのまちの社協ナビあなたのまちの社協ナビ 三 木 市 社 協

三木市社会福祉協議会
地域福祉活動計画策定委員会委員長 土居 正宏

■プラットホーム・あんしんサポートデスクのイメージ図

あんしん
サポートデスク

地域包括支援センター
在宅介護支援センター

はばたきの丘
デイサービスセンター など

居宅介護支援事業所

（仮）権利擁護デスク

ボランティアグループ・NPO団体

ボランタリー活動プラザみき

プラットホーム

適切な社会資源へ

①
相
談
受
付

③
さ
が
す

②
つ
な
ぐ

揮
で
き
る
よ
う
に
つ
な
ぐ
の
が
社
協
の

役
割
」と
市
社
協
事
務
局
次
長
の
稲
見

秀
行
さ
ん
は
語
る
。顔
の
見
え
る
関
係

性
を
築
い
て
き
た
か
ら
こ
そ
、い
ざ
と

い
う
と
き
に
1
人
の
た
め
に
皆
が
集

ま
り
知
恵
を

絞
る
。市
社

協
は
こ
れ
か

ら
も
そ
ん
な

場
を
、市
民

と
と
も
に
つ

く
っ
て
い
く
。

当
事
者
の
権
利
を
守
る
こ
と
を
目
的
に
つ

く
ら
れ
た
の
が
、「
伊
丹
市
福
祉
権
利
擁
護

セ
ン
タ
ー（
以
下
、「
セ
ン
タ
ー
」）で
あ
る
。

　
セ
ン
タ
ー
の
主
な
役
割
は
、①
高
齢
者

や
障
害
者
の
相
談
機
関
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
こ
と
と
、②
判
断
能
力
の
不
十
分
な

人
の
財
産
と
生
活
を
守
る
成
年
後
見
制

度
の
基
盤
を
つ
く
る
こ
と
で
あ
る
。

　
相
談
は
、セ
ン
タ
ー
を
開
所
し
た
1
年

間
で
2
7
0
件
。相
談
機
関
の
専
門
職
や

悩
み
を
抱
え
る
本
人・家
族
に
ほ
ぼ
毎
日

対
応
し
て
い
る
。内
容
は
、高
齢
者
や
障

害
者
の
虐
待
関
係
、成
年
後
見
制
度
の
利

用
、日
常
的
な
金
銭・財
産
管
理
な
ど
が

多
く
、虐
待
関
係
は
2
割
を
超
え
る
。問

題
が
複
雑
な
場
合
は
、弁
護
士
、司
法
書

士
、医
師
、福
祉
専
門
職
な
ど
で
会
議
を

開
き
、チ
ー
ム
で
今
後
の
見
通
し
と
支
援

方
針
を
共
有
、対
応
を
図
っ
て
い
る
。

　
夫
が
認
知
症
、妻
が
精
神
的
に
不
安

定
。夫
の
介
護・世
話
の
放
棄
が
疑
わ
れ

る
高
齢
夫
婦
を
ど
の
よ
う
に
サ
ポ
ー
ト

で
き
る
の
か
…

　
こ
れ
は
、実
際
に「
伊
丹
市
福
祉
権
利

擁
護
セ
ン
タ
ー
」に
相
談
が
あ
っ
た
事
例

で
あ
る
。認
知
症
な
ど
で
判
断
す
る
力
が

低
下
す
る
と
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
自
分

で
選
ん
で
契
約
す
る
こ
と
が
難
し
く
な

る
。こ
の
事
例
で
は
、夫
が
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
弁
護
士
が
成
年

後
見
人
に
就
任
。ま
た
、妻
は
医
師
の
助

言
を
受
け
て
医
療
機
関
を
受
診
し
、夫
婦

と
も
に
安
定
し
た
生
活
を
取
り
戻
す
こ

と
が
で
き
た
。

　
こ
の
事
例
の
よ
う
に
認
知
症
や
知
的

障
害
、精
神
障
害
で
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
契

約
が
難
し
い
人
の
ほ
か
、虐
待
や
悪
徳
商

法
被
害
な
ど
権
利
侵
害
を
受
け
る
人
も

後
を
絶
た
な
い
。

　
そ
こ
で
、福
祉
だ
け
で
な
く
法
律
、医

療
の
専
門
職
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
組
み
、

　
認
知
症
や
障
害
の
あ
る
人
の
そ
の
人
ら

し
い
生
活
は
、専
門
職
だ
け
で
支
え
き
れ

な
い
。セ
ン
タ
ー
は
、市
民
向
け
に
当
事
者

の
見
守
り
や
話
し
相
手
な
ど
を
担
う
後

見
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
、地
域
の
つ
な
が
り
の
中
で
の
支

え
合
い
の
気
運
を
高
め
て
い
る
。今
後
は
、

市
民
後
見
人
を
養
成
す
る
予
定
だ
。

　
伊
丹
市
で
は
、セ
ン
タ
ー
が
権
利
擁
護

の
中
核
的
な
役
割
を
担
い
な
が
ら
、専
門

職
も
市
民
も
み
ん
な
が
力
を
合
わ
せ
、当

事
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
し
て
い
る
。

地
域
生
活
の
危
機
を

専
門
的
に
サ
ポ
ー
ト

み
ん
な
で
つ
く
る

た
よ
れ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

「
法
律
×
医
療
×
福
祉
」の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
強
み

みんなでつくる
ひょうごの福祉

市民も関わりみんなで支えるために
「後見サポーター養成講座」を実施

　伊丹市内の8つの社会福祉法人が連携して平成23
年4月に開設。認知症や知的障害のある人などが、地
域で安心して暮らせるように支援をしているよ。これ
まで福祉専門職だけでは解決が難しかった虐待や成
年後見制度の利用などの問題も、弁護士や司法書士、
医師などと連携することで解決に向かっているんだ。

イメージキャラクター
「幸犬くん」

こう けん
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兵庫県内の社協、社会福祉施設、ＮＰＯ、
職能団体等の救援活動を紹介します

兵庫県からつなぐ
被災地支援

被災地での交流から復旧・復興へ

仮設住宅生活支援員の方と交流

　昨年８月、西宮市の住民の方が作
られた「らくらく椅子（牛乳パック
製）」１００個を宮城県南三陸町仮設
住宅へお届けしました。その後、仮設
住宅入居者の方から「ぜひ自分たち
で作ってみたい」という声が届き、３
月末に３名のボランティアの方に宮
城県南三陸町の仮設住宅等を訪問
していただき、仮設住宅に入居され
ている方や支援員の方と一緒にらく
らく椅子を作成しました。みなさんと
ても和やかに作業をされ、らくらく椅
子が完成すると「素敵な物ができて
嬉しい」と喜ばれていました。
　西宮市社協では、昨年度立ち上げ
た「みんなでみんなをすまいるプロ
ジェクト」を中心に、今年度も復興支
援活動を継続していきます。西宮市
民の想いを被災地へ届け、少しでも
被災地の復興に役立てればと願って
います。
（西宮市社会福祉協議会　小薮 真彦）

西 宮 市 社 協

災 害 支 援 ボ ラ ン テ ィ ア ネ ッ ト  丹

西宮市民の想い。
届け被災地へ！

N P O 法 人 コ ミ ュ ニ テ ィ リ ン ク

共に働くことで支援につなげたい

　昨年、丹波市社
協の呼びかけに
より、気仙沼市へ
出向いた仲間で
災害支援に対す
る熱い思いの者
が集まり、地震、
台風、豪雨などの
災害発生時に活
動ができる体制と、

いざという時に生きる“顔見知り”の輪を広げ、被災地をいち早く
復旧・復興に向けて歩み始めることを支援していく「災害支援ボラ
ンティアネット　丹（まごころ）」を設立しました。
　会員は、時間の許す時に気軽に行動ができるグループ組織として
募集を行いました。今年１月には和歌山県那智勝浦町に出向き、河川
の流木除去や汚泥の処理を行うとともに、そこで知り得た現地のボ
ランティアグループとの深いつながりも築けました。
　さらに４月には、現地のグループとの調整の中で、仮設住宅で避
難されている１６世帯の方々にもお出会いし、丹波産の「たけのこご
はん」や「野菜サラダ」「お味噌汁」などを調理して提供し、被災状況
や今後の生活に係る想いなどについて交流を深め共感することが
できました。
　地域づくりの原点である「自助・共助・公助」の基本理念から、共助
の役割を重要視して、一日も早い被災地の復旧・復興に向けて活動
を行います。　　　　　　　（災害支援ボランティアネット 丹　打田 諭志）

報道を見て涙するなら被災地で汗をかこう

　コミュニティリンクでは、ＩＣＴ（Information and Communication 
Technology）を活用した情報発信や、まちづくりに役立つ情報基
盤整備に取り組んでいます。最近では、インターネットを活用した
通信での動画が気軽に楽しめるようになったため、映像の作成・配
信や、ライブでのインターネット中継などのご支援が増えてきてお
ります。東日本大震災でもＩＣＴを活用した多くの先進的事例が生ま
れました。地域の情報発信をＩＣＴが担える基盤はすでにそろってお
り、あとは、活用者が各地域で育っていくことが重要だと考えてお
ります。
　そんな中、我々も被災地の方々の力になれるようなことが無いか
と考え、宮城県気仙沼市に幾度か訪問させていただきました。１年
以上が経過した今も、まだまだ課題が山積しており、情報発信力の
不足を感じます。
　そこで、支援の取り組みとして気仙沼市の被災者の方を雇用し、コ
ミュニティリンクの情報発信の仕事を共に体験していただくことで、
ノウハウやＮＰＯ活動を学習して帰ってもらいます。多くの時間を共
有し、信頼関係を築き、息の長い支援を続けたいと思います。

（ＮＰＯ法人コミュニティリンク　榊原 貴倫）

まご
ころ

Personal History

民
の
声
を
も
と
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で
す
。

　
こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
で
、区
内
の
危
険

箇
所
、避
難
所
、支
援
が
必
要
な
人
等
を

確
認
す
る
こ
と
で
、い
ざ
と
い
う
時
の
備

え
と
、普
段
か
ら
見
守
り
、助
け
合
い
の

意
識
が
高
ま
り
ま
す
。「
ひ
と
り
暮
ら
し

や
空
き
家
が
増
え
て
き
た
な
ぁ
」「
普
段
か

ら
気
に
か
け
と
か
な
あ
か
ん
」な
ど
、住

民
が
自
分
た
ち
の
地
域
や
人
に
つ
い
て
考

え
る
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

「
こ
ま
め
に
要
援
護
者
の
情
報
を
把
握
し

な
け
れ
ば
」と
い
う
住
民
の
声
か
ら
定
期

的
な
点
検
活
動
に
つ
な
が
っ
た
り
、地
域

の
福
祉
力
が
防
災
力
に

つ
な
が
る
こ
と
を
あ
ら
た

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
４
年
前
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

社
協
で
健
康
棒
体
操「
や
ぶ
か
ら
ぼ
う
た

い
そ
う
」を
作
り
ま
し
た
。当
時
、理
学
療

法
士
の
友
達
と
二
人
で
作
詞・作
曲
を
す

る
こ
と
に
な
り
C
D
を
作
成
し
ま
し
た
。

棒
を
持
ち
曲
に
合
わ
せ
て
体
を
ひ
ね
っ
た

り
伸
ば
し
た
り
す
る
体
操
は
良
い
ス
ト
レ

ッ
チ
に
な
り
、地
域
の
サ
ロ
ン
、介
護
予
防

教
室
、保
育
所
や
異
世
代
交
流
に
も
取
り

入
れ
ら
れ
、子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の

幅
広
い
層
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　

軽
い
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
地
域
に
出
か

け
、住
民
の
相
談
に
は
誠
意
を
持
っ
て
対

応
し
、愛
想
の
良
さ
と
熱
い
心
で
向
き
合

う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　
吉
田
さ
ん
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
、

地
域
福
祉
推
進
計
画
づ
く
り
だ
っ
た
そ
う

で
す
。当
事
者
や
住
民
の
声
を
丁
寧
に
反

映
さ
せ
、み
ん
な
で
作
り
あ
げ
た
と
い
う

計
画
に
、「
住
民
主
体
の
福
祉
の
ま
ち
づ

く
り
」へ
の
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　　
社
協
に
入
局
し
て
す
ぐ
に
感
じ
た
こ

と
は
、地
域
福
祉
活
動
、相
談
業
務
、当

事
者
支
援
、老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
運

営
な
ど
、ま
る
で「
福
祉
の
百
貨
店
」。活

動
の
幅
の
広
さ
に
驚
き
と
や
り
が
い
を

感
じ
ま
し
た
。反
面
、「
社
協
は
何
を
し
て

い
る
の
？
」と
の
住
民
の
声
に
、認
知
度

の
低
さ
を
痛
感
。そ
ん
な
葛
藤
と
や
り
が

い
が
原
点
と
な
り
、今
は
ど
っ
ぷ
り
は
ま

っ
て
い
ま
す
。

　
各
地
区
の
福
祉
連
絡
会（
区
長
、民
生

委
員・児
童
委
員
、民
生・児
童
協
力
委
員
、

福
祉
委
員
等
で
構
成
）と一緒
に
、市
内
す

べ
て
の
行
政
区
で「
福
祉
防
災
マ
ッ
プ
」づ

く
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。こ
れ
ま
で
も
、

民
児
協
や
行
政
、社
協
で
マ
ッ
プ
づ
く
り

は
進
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、「
み
ん
な
が

共
通
で
使
え
る
マ
ッ
プ
が
必
要
」と
い
う
住

住
民
と
共
に
気
づ
き
、

〝
つ
な
が
り
〞を
生
か
し
た
い

あ
な
た
の
原
点
は
？

印
象
に
残
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

力
を
入
れ
た
い
活
動
は
？

大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
？

取
材
を
終
え
て

このコーナーでは、県内の社協職員など“地域福祉を進める人々”の活動を取り上げながら、
ワーカーとしての想いを伝えます。

23歳

30歳

31歳

34歳

35歳

38歳

地域を駆
ける！

ワーカー物語

養父市社会福祉協議会

吉田 明博さん
よし　だ　  あき  ひろ

養父町社協に入局

社協合併協議会事務局に配属

合併により本部に異動
ふれあいのまちづくり事業担当

第１次地域福祉推進計画担当

やぶからぼうたいそう誕生

福祉防災マップづくりに携わる

福祉防災マップづ
く

りが要援護者の支
援

を考えるきっかけに
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兵
庫
県
経
営
協

第
32
回
総
会・記
念
講
演
会
が
開
催
さ
れ
る

寄
付
に
つ
い
て（
お
礼
）

　
5
月
14
日
、兵
庫
県
社
会
福
祉
施
設

経
営
者
協
議
会
の
第
32
回
総
会・記
念

講
演
会
が
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ

テ
ル
神
戸
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、婦
木
治
会
長
か
ら
の
挨
拶
の

後
、井
戸
敏
三
兵
庫
県
知
事
が
来
賓
を

代
表
し
て
社
会
福
祉
法
人
に
対
す
る
期

待
と
激
励
を
込
め
た
祝
辞
を
述
べ
ら
れ

た
。続
い
て
総
会
の
後
、2
年
間
に
わ
た

り
取
り
組
ま
れ
た「
社
会
福
祉
法
人
に

お
け
る
人
事
管
理
研
究
会
」の
報
告
会

を
行
い
、研
究
会
委
員
等
3
名
が
登
壇

し
て
報
告
書
の
紹
介
や
社
会
福
祉
法
人

の
人
事
管
理
に
関
す
る
今
後
の
展
望
等

の
話
が
な
さ
れ
た
。

　
記
念
講
演
会
で
は
、厚
生
労
働
省
社

会・援
護
局
福
祉
基
盤
課
長
の
定
塚
由

美
子
氏
よ
り
、「
今
、求
め
ら
れ
る
社
会

福
祉
法
人
の
役
割
と
は
〜
変
革
時
代
の

潮
流
を
見
据
え
て
〜
」と
題
し
て
、「
社

会
保
障・税
一
体
改
革
」の
も
と
、社
会

福
祉
法
人
に
求
め
ら
れ
る
役
割
に
関
す

る
提
言
が
な
さ
れ
た
。経
営
計
画
の
策

定
や
人
材
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
確
立
、ガ
バ

ナ
ン
ス
の
強
化
と
い
っ
た
経
営
基
盤
強

化
に
努
め
る
と
と
も
に
、地
域
の
多
様

　

サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、主
催
す
る

「
ハッ
ピ
ー
ド
リ
ー
ム
サ
ー
カ
ス
神
戸
公
演
」

の
無
料
招
待
券
を
、県
内
の
児
童
及
び
障

害
者
児
関
係
施
設
の
協
議
会
な
ら
び
に
本

会
を
介
し
て
福
祉
施
設
利
用
者
へ
贈
呈
し

た
。4
月
18
日
の
贈
呈
式
で
は
、サ
ン
テ
レ

ビ
ジ
ョン
横
山
代
表
取
締
役
社
長
よ
り
目

録
が
渡
さ
れ
、本
会
武
田
会
長
が
感
謝
状

の
贈
呈
と
と
も
に
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
。お問い合わせ先

兵庫県社協 総務企画部　☎078-242-4633　FAX 078-242-4153　E-mail info@hyogo-wel.or.jp

「平成24年より社会福祉法人に移行」

社会福祉法人 兵庫県視覚障害者福祉協会

みんなの広場

アピールしたい活動の
情報をお寄せください。

社会福祉法人兵庫県視覚障害者福祉協会
〒651-0062  神戸市中央区坂口通２丁目１-１兵庫県福祉センター内
特別会員について ☎078-222-5556
点字出版について ☎078-262-9201
URL  http://www5.ocn.ne.jp/̃kensikyo/

連絡先

な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
取
り
組
み
を

積
極
的
に
行
う
よ
う
強
調
さ
れ
た
。と

り
わ
け
、制
度
か
ら
漏
れ
た
生
活
困
窮

者
が
多
数
存
在
し
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、現
在
国
に
お
い
て
生
活
保
護
制
度

の
見
直
し
も
含
め
た「
生
活
支
援
戦
略
」

（
仮
称
）の
策
定
を
検
討
し
て
お
り
、そ

の
役
割
の一翼
を
社
会
福
祉
法
人
に
も

期
待
し
て
い
る
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ

た
。公
益
的
性
格
を
有
す
る
社
会
福
祉

法
人
と
し
て
の
役
割
を
改
め
て
認
識
す

る
機
会
と
な
っ
た
。

「社会福祉法人は地域のニーズに応えるべき」と語る定塚氏

　
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
支
援
や
友
愛
事
業

に
大
切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
東
日
本
大
震
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
時
に

大
切
に
着
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

○
株
式
会
社
ク
リ
ム
ゾ
ン
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

　
ク
ラ
ブ

ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
活
動
支
援
事
業

へ
寄
付
い
た
だ
い
た
団
体

　当協会は視覚障害者が福祉の増進を図ることを目的に昭和21年に結成した
団体で、市郡（神戸市を除く）に支部があります。その後、財団法人を経て、平成
24年1月には社会福祉法人になりました。
　協会では、県の指定管理を受け「兵庫県点字図書館」の運営を行うとともに、
点字出版施設において行政の広報誌や選挙関係、パンフレットなどの点字、録
音物の制作を行っています。点字入り名刺の作成や点字案内板の校正、監修も
行っていますのでご利用ください。
　このほか、ガイドヘルパーや点訳奉仕員、朗読奉仕員養成講座の開催、視覚
障害者ための日常用具等の斡旋や文化、スポーツ大会の開催などさまざまな
活動を行っています。
　また、協会では特別会員も募集しています。協会の目的にご賛同いただける
方は、ぜひ下記までご連絡ください。

「
第
６
回
全
国
校
区・小
地
域
福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト

in 

K
O
B
E・ひ
ょ
う
ご
」企
画
部
会
ス
タ
ー
ト
！

　
5
月
7
日
、こ
う
べ
市
民
福
祉
交
流

セ
ン
タ
ー
に
て
、「
全
国
校
区・小
地
域

福
祉
活
動
サ
ミ
ッ
ト 

in 

K
O
B
E・ひ
ょ

う
ご
」企
画
部
会
の
第
1
回
目
が
開
催

さ
れ
、神
戸
市
・
兵
庫
県
内
12
市
町
社

協
、N
P
O
、行
政
等
の
職
員
が
58
人
が

参
加
し
た
。

　
同
サ
ミ
ッ
ト
は
、住
民
・
活
動
者
が
主

役
の
全
国
大
会
で
今
回
が
6
回
目
の
開

催
と
な
る
。人
々
の
つ
な
が
り
が
希
薄
に

な
る
中
、小
学
校
区
・
自
治
会
な
ど
の
身

近
な
エ
リ
ア
で
住
民
が
つ
な
が
り
、支
え

合
い
な
が
ら
誰
も
が
住
み
よ
い
地
域
づ

く
り
を
進
め
る
小
地
域
福
祉
活
動
へ
の

関
心
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
る
。昨
年

の
京
都
府
宇
治
市
で
開
催
さ
れ
た
サ
ミ
ッ

ト
に
は
2,
0
0
0
人
を
超
え
る
申
し
込

み
が
あっ
た
。

　
今
年
は
3,
5
0
0
人
を
目
標
に
参

加
を
呼
び
か
け
る
。同
サ
ミ
ッ
ト
実
行

委
員
会
企
画
部
会
で
は
、全
国
各
地
で

工
夫
を
凝
ら
し
て
小
地
域
福
祉
活
動
を

進
め
て
い
る
住
民
が
交
流
し
学
び
あ
う

場
を
企
画
し
、「
無
縁
社
会
」を
乗
り
越

え
る
次
の
一
歩
に
つ
な
が
る
場
づ
く
り

を
目
指
す
。

　
サ
ミ
ッ
ト
企
画
の
状
況
は
、専
用
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
ツ
イ
ッ
タ
ー
で
発
信
中
。

（
寄
付
月
日
順
・
敬
称
略
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
用
品（
ビ
ブ
ス
）

の
寄
付
を
い
た
だ
い
た
団
体

（
寄
付
月
日
順
・
敬
称
略
）

○
株
式
会
社
森
崎
組

○
株
式
会
社
ユ
ー
テ
ッ
ク

○
阪
神
道
路
開
発
株
式
会
社

○
株
式
会
社
り
そ
な
銀
行

○
株
式
会
社
近
畿
大
阪
銀
行

○
兵
庫
県
い
な
み
野
学
園　
学
生
自
治
会

○
埼
玉
り
そ
な
銀
行

○
株
式
会
社
安
室
組
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

○
兵
庫
県
神
戸
県
民
局

○
北
淡
路
産
業
株
式
会
社

○
株
式
会
社
松
田
組

○
有
限
会
社
ク
レ
ー
ル

○
兵
庫
県
文
化
賞
受
賞
者
懇
話
会

○
大
阪
ガ
ス
株
式
会
社　
小
さ
な
灯
運
動
兵
庫
支
部

○
才
花
建
設
株
式
会
社

友
愛
事
業
へ
寄
付
い
た
だ
い
た

団
体・個
人

（
寄
付
月
日
順
・
敬
称
略
）

○
株
式
会
社
ヤ
ナ
セ　
神
戸
四
国
営
業
本
部

○
株
式
会
社
ユ
ウ
タ
ー
興
産

○
第
一
企
業
株
式
会
社

○
社
団
法
人
中
華
会
舘

○
兵
庫
県
婦
人
手
工
芸
協
会

○
社
団
法
人
兵
庫
県
柔
道
整
復
師
会

○
小
林
正
平

○
株
式
会
社
羽
衣
組

○
前
川
建
設
株
式
会
社

○
株
式
会
社
八
嶋
組

○
株
式
会
社
太
豊
建
設

○
有
限
会
社
イ
ザ
ナ
ギ
開
発

芸能大会では会員相互の親睦が深まる

毎回熱戦が展開されるグランドソフトボール大会

第6回全国校区・小地域福祉活動サミット 
in KOBE・ひょうご
■日時　平成25年１月12日（土）11：00～17：45
■メイン会場　神戸国際展示場コンベンションホール
分科会会場　神戸学院大学
　　　　　　　ポートアイランドキャンパス
■対象者　校区や自治会など小地域を基盤に活動
する地域福祉・ボランティア活動に興味のある方
■参加費　3,500円
■専用ホームページ
http://www.with-kobe.or.jp/summit/
index.html
■ツイッターユーザーID　kouku_summit_6

「今の地域の課題は何か」ー熱気あふれる議論が展開された企画部会

NEWS 県社協ニュース
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兵庫県社協の会員からの情報発信コーナーです

サ
ン
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
が
福
祉
施
設

利
用
者
を
サ
ー
カ
ス
へ
招
待

ひ
ょ
う
ご
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
基
金
への
ご
寄
付

（
平
成
23
年
10
月
〜
平
成
24
年
3
月
）



兵庫県社会福祉協議会

I N F O R M A T I O N・ 伝言板

●
ひ
ょ
う
ご
の
福
祉
 第
736号

　
●
発
行
所
／
社
会
福
祉
法
人
 兵
庫
県
社
会
福
祉
協
議
会
　
〒
651-0062　

神
戸
市
中
央
区
坂
口
通
2丁
目
1番
1号
　
TEL078（

242）4633　
FAX078（

242）4153
平
成
24年

6月
1日
発
行
（
毎
月
1回
1日
発
行
）
定
価
150円

　
昭
和
27年

4月
7日
第
３
種
郵
便
物
認
可
　
●
発
行
人
　
武
田
 政
義
　
●
編
集
人
　
永
守
 研
吾
　
●
U
RL　

w
w
w
.hyogo-w

el.or.jp/
見
や
す
い
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

フ
ォ
ン
ト
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

平成24年6月1日発行（毎月1回1日発行 定価150円）　昭和27年4月7日 第3種郵便物認可　発行人：武田政義　発行所：社会福祉法人 兵庫県社会福祉協議会

福祉現場への就職を希望する学生や求職者を対象
に、社会福祉施設等と求職者の合同就職説明会を
開催します。
日時　平成24年7月8日（日）13：00～17：00
会場　神戸国際展示場3号館
対象　学生・一般求職者
　　　※事前申し込み不要
●申●問兵庫県社会福祉協議会 福祉人材センター
　TEL078-271-3881
　　URL　http://www.hyogo-wel.or.jp

第2回 福祉の就職総合フェア in HYOGO

参加費
無料

公益財団法人
兵庫県青少年本部

1対1の
お見合いを
紹介します！
お申し込みは

最寄りのセンターまで

〒６５０-００１１　神戸市中央区下山手通４-１６-３
TEL（０７８）８９１-７４１５　FAX（０７８）８９１-７４１８

行事予定

助成金情報

丹波市

6月は
男女雇用機会
均等月間だよ

みんなでつくるひょうごの福祉……P6

“みんなでつくる”連携・協働のたよれるネットワーク
伊丹市福祉権利擁護センター
あなたのまちの社協ナビ……P7

三木市社協
地域の困りごとをみんなで考える！
力合わせのプラネットホームづくり
地域を駆ける！ワーカー物語……P8

住民と共に気づき、“つながり”を生かしたい
養父市社会福祉協議会　吉田明博さん

兵庫県からつなぐ被災地支援……P9

県社協ニュース……P10

みんなの広場……P11

特集……P2

6月

6月

7月

この機関紙は赤い羽根共同募金配分金により発行しています。

認め合い ともにつながり 支え合う みんなでつくる  ひょうごの福祉

6
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第41回 民間社会福祉施設職員
海外研修生の募集
外国の施設における実習を通じて専門的な知
識・技能を習得し、社会福祉施設サービスの向
上に資することを志向する民間社会福祉施設
の職員に助成します。
対象職種　❶介護職員❷生活指導員❸児童
指導員❹臨床心理士❺理学療法士❻作業
療法士❼看護師❽保育士❾その他特に必
要と認める者

対象　❶27歳以上45歳以下の者❷経験年数
5年以上の者❸研修する具体的なテーマを
有し、今後も福祉業務を続ける意志がある者
❹英語の専門用語の知識を有し、日常会話が
できる者

募集人数　若干名
研修期間　平成25年4月初旬から8月初旬
助成額　一人当り滞在費1日1万円以内と旅
費50万円以内の実費を助成

締切り　平成24年7月31日（火）
●問（公財）中央競馬馬主社会福祉財団 企画・
管理部　TEL 03-5472-5581

URL　http://www.jra-umanushi-hukushi.or.jp/

「受動喫煙の防止などに関する条例に
係る表示マーク」デザイン募集
自分の意志に関わらず、他人のたばこの煙を吸
わされる受動喫煙の防止に向けて、その趣旨を
適切にイメージできる表示マークを募集します。
賞　優秀賞１点…賞状・賞金（10万円）
応募方法　電子データまたはA4用紙で提出
（1人何点でも応募可）。詳細はホームペー
ジなどでご確認ください。

締切り　平成24年6月25日（月）消印有効
通知・表彰　受賞者には、7月頃に直接本人に
通知するとともに、ホームページ等で公表し
ます。
●申●問兵庫県健康福祉部健康局健康増進課　
受動喫煙対策室
TEL078-341-7711（内線3245）
URL　http://web.pref.hyogo.lg.jp/kf26/

福祉活動等に対する助成金の情報です。詳細に
ついては、それぞれの問合せ先にご確認ください。
財団法人みずほ教育福祉財団
第9回配食用小型電気自動車寄贈事業
高齢者向けの配食サービスを行っているボラ
ンティアグループに対して、配食用小型電気自
動車（通称みずほ号）の寄贈を行います。
対象　❶原則週1回以上の配食活動を行って
いるボランティアグループ（行政などから配
給食事業の委託を受けていないNPO等非営
利団体・法人）❷社会福祉協議会の推薦を
受けたグループ、または全国老人給食協力
会の会員で同協会の推薦を受けたグループ

助成額　❶1グループ1台、10グループ程度
❷1台上限110万円

締切り　平成24年6月29日（金）必着
●問みずほ教育福祉財団　TEL03-3596-4532
URL　http://www.mizuho-ewf.or.jp/

2012年度ドナルド・マクドナルド・
ハウス財団助成事業
難病児およびその家族を支援する福祉・医療
分野におけるボランティアへ助成を行います。
対象　21歳までの子どもの健康や福祉を直
接改善するプログラムであることや、多くの
子どもたちを支援する見込みがあるプログ
ラムであることなど、数種類の条件を満たし
ている非営利団体

助成額　総額250万円
締切り　平成24年6月30日(土)消印有効
●申●問公益財団法人ドナルド・マクドナルド・ハウ
ス・チャリティーズ・ ジャパン
TEL03-6911-6068

URL　http://www.dmhcj.or.jp/

平成23年度 ニッセイ財団
高齢社会助成「実質的研究助成」
「共に生きる地域コミュニティづくり」をテーマ
に助成を行います。
対象テーマ　❶高齢社会における地域福祉、
まちづくりに関する実践的研究❷高齢者の
自立・自己実現・社会参加などに関する実践
的研究❸認知症高齢者の予防からケアまで
に関する実践的研究❹東日本大震災被災
地を研究対象フィールドとする上記❶から
❸のいずれかに該当する実践的研究

助成期間　平成24年10月から最長2年
助成額　1件あたり200～250万円程度
締切り　平成24年6月15日（金）消印有効
●問日本生命財団高齢社会助成事務局
TEL06-6204-4013

URL　http://www.nihonseimei-zaidan.or.jp/

14日

15日

18日～

19日

20日

21日

22日

28～29日

29日

3日

3～4日

5日

6日～

8日

18日

19～20日

23～24日

24日

募　集募　集 老人福祉施設新任職員研修（Ｃコー
ス）◆社会福祉研修所
兵庫県地域包括・在宅介護支援セ
ンター 総会◆県民会館
県内社協ボランティアコーディネー
ター連絡会議◆県福祉センター
介護支援専門員専門研修課程Ⅰ・更
新研修Ａ（前期）◆県医師会館ほか
介護支援専門員研修・施設職員版
（Ｂコース）◆社会福祉研修所
県内社協事務局長会議◆県福祉セ
ンター
社会福祉政策委員会◆兵庫県福
祉センター
社会福祉法人経営計画策定研修
◆県福祉センター
障害福祉施設系事業所新任職員研
修（Ｂコース）◆社会福祉研修所
県ホームヘルプ事業者協議会総会・
管理者研修◆県福祉センター
社会福祉援助基礎研修（Ａコース）
◆社会福祉研修所
県内社協地域組織担当者会議
◆県福祉センター
福祉事業推進部会◆兵庫県福祉セ
ンター
地域福祉推進部会◆兵庫県福祉セ
ンター
市町社協活動推進協議会幹事会◆
兵庫県福祉センター
県民児連主任児童委員部会全県研
修会◆ポートピアホテル
会計実務担当者研修（老人コース）
◆県中央労働センター
介護支援専門員更新研修Ｂ・再研修
◆県のじぎく会館ほか
第1回福祉の就職総合フェア in Hyogo
◆神戸国際展示場3号館
会計実務担当者研修（障害コース）
◆県私学会館
相談面接技術研修（初級）Ａコース
◆社会福祉研修所
相談面接技術研修（中級）Ａコース
◆関西学院大学
県知的障害者施設協会創立50周
年記念式典◆神戸メリケンパーク
オリエンタルホテル

　4日

5日

7日

12日

福祉行政機関新任職員研修
◆社会福祉研修所
介護支援専門員研修・施設職員版
（Ａコース）◆社会福祉研修所
老人福祉施設新任職員研修（Ｂコ
ース）◆社会福祉研修所
保育所新任保育士研修（Ｂコース）
◆社会福祉研修所

サポートセンター本部

神戸出会いサポートセンター（縁結びサロン）

ストップ・ザ・無縁社会
絆つなげる・明日へつながる
～「全県キャンペーン」の展開～
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